
大会組織委員会における確認事項

当初計画していた感染防止対策

　＜主な対策等＞

　・マスク着用、手指消毒などの基本的な感染防止対策

　・控室、トイレ、待機所等会場内の消毒の徹底

　・式典の簡素化（人数制限）

　・来会１４日前からの健康観察の徹底

　・入場制限の実施（一般観戦者の入場管理：受付での個人情報の提出、検温）

　・参加選手等に風邪等の症状が出た場合は、参加を自粛する

　全国高体連策定の「新型コロナウイルス感染拡大防止に関する基本方針」、中央競技団体策定

の「感染拡大防止マニュアル」などに基づく感染症防止対策

第７０回全国高等学校スキー大会　開催について

◆感染防止対策の徹底・強化を図り開催する

〇入場制限の強化（いわゆる完全無観客の実施）

・競技場内に入場できる者は、選手、監督、コーチ、マネージャー、競技役員、大

会役員に限定し入場には、ＩＤまたはビブの提示が必要となる。

・必要に応じ、会場入り口に保安員を配置するなどの対応をとる。

〇風邪等の症状があった参加者に、「医師の診断書」を大会事務局へ提出することの義務付け

来会日より２週間前までの期間で風邪等の体調不良症状があった場合は、参加を見合わせ

ること。但し来会日より３日前までに風邪等の症状が消失した場合は、新型コロナウイルス

感染症の感染リスクが低いことを示す「医師の診断書」を大会事務局へ提出することで出場

を認める。

〇来会日より２日前の期間に風邪等の症状が現れた場合は、来会を自粛する。

・来会後の対応については、フローチャートに従い対応すること。

〇式典の更なる入場制限による実施

式典会場には、入賞校１校に対して、引率者１名の入場を原則とする。また、リレー種目

の表彰については、各チーム代表者１名の出席とする。

追加対策

※現状の感染ルートで比較的高い割合を占めているのが、「家庭内感染」と言われて

います。来会前の感染防止対策においては、大会参加者の皆さまだけでなく、その家

族の方々など周囲の皆さまにも感染リスクをより減らす行動を心掛けていただき、第

７０回全国高等学校スキー大会が無事に開催できますようご協力をお願いいたします。



７０回全国高等学校スキー大会が無事に開催できますようご協力をお願いいたします。


